研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　谷地　奈津子

	期　　間　　平成１９年　８月２０日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　激動する介護保険の動向

	出 張 先　八戸グランドホテル

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今回の研修では、激動する介護保険の動向ということで、１８年度の介護保険制度改正の内容と今後の介護保険制度の課題をお話された。介護保険制度については巷で話題となっている一般的な内容であった。また、全般的に経営に関する内容であった。報酬の算定される範囲内で、報酬と実際の仕事の比重について分析する必要があり、報酬＝実践ではないことを学んだ。自分自身勉強不足な点もあり、どういう方法を用いて、報酬を取っていくか今後勉強する必要がある。その点で、決算分析など役に立つシステムが当法にもあることに気づいた。介護保険制度について、実情と見合っているかの点については大いに疑問がある。予防重視型と謳っているが、老いにかなうものがあるのか疑問に感じる。確かに、ぼけたくない・体が動かなくなったら・・と不安材料を抱えている高齢者は多い。しかし、実情のサービス提供においては、予防対象者が通所に４日は来たい。といっても、サービス提供者側にとっては、利益がなく、週１日が限度である。サービス利用者側のニーズとは現実のところで合わなくなってきており、ただのお金の為の政策か？こうしなければ財源が確保できないのか？正直分からなくなってしまう。

　興味があった点は、人材育成・確保の取り組みでした。講演ではほとんどこの点について触れられていなかった為、詳しくは理解できなかったが、離職率は低い様子でした。介護職員業務自己評価シートを導入し、何を目標に仕事をするかを理解させ、目標を立てる。ここまでは当法人でも使用している能力開発カードと似ているものだった。その他に、仕事に向かう姿勢と介護場面での振り返り、チームワークについて箇条書きで行動や姿勢を振り返るものであった。人事考課と方法は違うが似ていた。チェック方式で簡単な文章であった為、分かりやすかった。どこでも似たような取り組みがされていることを感じたことと、職員に分かりやすい形式で評価・評価の振り返りが出来ることが良いことだと分かった。

＜研修内容＞

講師：　社会福祉法人　神戸福生会　理事長　中辻　直行

　講師の父が社会福祉法人格第一号で宅老所を始めた。自宅に身寄りの無い老人を集め、最初４７名だったのが、その３年後には１７４人となったとのこと。講師は４０年間同じ敷地内に住んでいた。大阪と神戸で法人を２分化し特養５つとケアハウスを運営している。年間２１億程度の設けとのこと。

○１８年度介護保険改正

　●介護報酬は下がりつづけている。

→介護療養型の廃止および医療療養型削減（25万床から１５万床）となり、保険給付から外れるかたちとなる。

　●介護予防の導入

　　　→介護予防はこの先どうなるのか？介護予防を辞めたほうが良いので！？ということを話していた。

　　　→家事援助をするならヘルパーのサービスを利用できるが、介護予防事業自体介護保険制度には合わないのではないか？　という疑問がでていた。

　●小規模多機能地域密着型介護　地域独占？

○２１年介護保険改正の課題

　●医療法人及び非営利法人の特養経営参入（20年4月）

　　　→現在も異議が出ている。

　　　　（医療法人）法人税・固定資産税がかかる

　　　　（社会福祉法人）法人税・固定資産税はかからない。　固定資産税非課税

　　　　　※医療法人が経営しても経営が成り立っていくのだろうか？

　●特養の医療体制の見直し　在宅療養診療の適用（20年4月）

　●ターミナルの強化〔高齢者死亡人口現在100万人　2030年169万人〕

　　　→ターミナル加算は進んでいない状況

　　　　ドイツ８５％　アメリカ６０％　日本１５％

　●第２号被保険者の拡大先送り〔障害者支援法との統合先送り〕

　●重度化に特化　介護保険１兆円削減？〔国庫負担2200億円削減〕

　●家事援助・生活支援・介護予防の廃止？

○介護報酬

　●グループホーム　要介護度３→　８６５単位

　年間4，671，000円

○間違ったビジネスモデル

　●訪問介護事業の乱立＝シェアー占有率の低下＝非効率性＝必要な淘汰

　●離職率１０％の事業者はまずい

○人材確保

　●専門職の育成「尊厳を守る介護」　身体介護から認知症介護へ

　●就職活動は「社会貢献」

· 地域との連携「実感できる社会貢献」

　※介護職は姿が見えない。人間関係を良くしないと離職率は下がらない。

　※介護職員業務自己評価シートの導入をしている。日常の業務行動について、該当する。
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